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365日のシンプルライフ

●イントロダクション●

ヘルシンキ在住・26 歳のペトリは、彼女と別れたことをきっかけに、モノで溢れ返った自分の部屋にウンザリする。ここには自分
の幸せがないと感じたペトリは、自分の持ちモノ全てをリセットする”実験”を決意する。

ルールは４つ。

①自分の持ちモノ全てを倉庫に預ける

②１日に１個だけ倉庫から持って来る

③１年間、続ける

④１年間、何も買わない

１日目は、空っぽの部屋から倉庫まで、全裸で雪のヘルシンキを駆け抜ける。こうして始まった365 日の“実験”生活。毎日、
倉庫からモノを１つ選ぶたびに、「自分にとって今、必要なモノは何か？」を考える。そんな中で、モノに反抗したくなったり、逆
にモノが恋しくなったり、気持ちは日々変化していく。

「必要が満たされた時に、人はモノに何を求めるのか？」「モノを買わないと決めたのに、直すより買った方が安い。どうしたらい
い？」「何のために、自分はたくさんのモノを持っていたのか？」といった無数の問いと葛藤が、ペトリを襲う。

優しい相談相手であるおばあちゃん、兄を心配して食料を差し入れてくれる弟、文句を言いながらもモノの出し入れや修理を
手伝ってくれる友人たち、新しく出会ったアウトドア好きなガールフレンドなど、様々な人々との関わりの中で、「自分を幸せにす
る、人生で大切なものは何か？」の答えを、ペトリは見出していく。

80分 kinologue 監督・脚本・主演：ペトリ・ルーッカイネン

© Unikino 2013

フィンランドからやってきた

「人生で大切なもの」を見つけ出す
365 日のモノがたり

フィンランド人の若者が、失恋をきっかけに、
自分の持ちモノすべてをリセットして行なった
365 日の“実験”生活。監督・脚本・主演を
務めたペトリ・ルーッカイネンの実体験から生ま
れた「とにかくやってみよう！」のアイディアが、
映画という形になった。

登場する家族や友人は全てホンモノ、ペトリ
を中心とするリアルな人間関係と日常生活に
起こるドラマが、北欧ジャズシーンをリードする
ティモ・ラッシーのサックスに乗って、軽快に綴ら
れていく。



上映会用DVDタイトルラインナップ

〈主婦〉の学校

●イントロダクション●

1942 年に創立された首都レイキャビクの中心部にある男女共学の家政学校「主婦の学校」。白く美しい建物が優雅な雰
囲気を醸し出すこの学校には、現在でもアイスランド全土から、様々な期待を胸にした学生が集まってくる。ここは学位のため
ではなく、学びたい人が自分のために行く学校だ。

「私は手仕事に興味があるわ」「将来使える技能を学べるのを楽しみにしてる」「服に開いた穴を直す方法も習えるかな」

彼らの多くは寮で共同生活を送りながら、一学期3 ヶ月の間、あらゆる家事や手仕事を基本から学んでいく。

秋学期は草原でのベリー摘みから始まる。摘んだベリーはジャムやケーキに使われる。学校では、調理や裁縫、編み物、刺繍、
洗濯、アイロンがけなど、一つ一つを実践的に教えている。

毎日の食事も調理担当の学生がつくる。学生は多くの課題制作や試験もこなしていかなければならない。カリキュラムが半分
を過ぎる頃には、学生の家族を招待して、制作した作品の展示や料理をふるまうパーティーが開かれる。

学校開放日にはオードブルやケーキのビュッフェ、焼き菓子を販売する。そこで余ったケーキはホームレスの施設に届けに行く。
学生は食べ物を無駄にしないことを学び、地域にも育てて貰っているのだ。

学校初の男子学生だった卒業生は語る。「卒業するとき、校長に『あなたは幸運な男性になるわ』と言われた。人生でうまくい
かないことがあるたびに、その言葉を思い出し乗り越えてきた」（1997 年在学/芸術家）その後アイスランドの環境・天然資
源大臣となった卒業生は語る。「この学校の教育は昔からの内容だが時代遅れじゃない。今でも役に立つ。入学して本当によ
かった」（1997 年在学）性別に関係なく、「いまを生きる」ための知恵と技術を身につけた学生たちが、今日も「主婦の学
校」を巣立っていく。

78分 kinologue 監督・脚本・編集：ステファニア・トルス
© Mús & Kött 2020

〈主婦〉とはなにか。家事を「自分ごと」として
〈生活を大切にする〉営みとは？

世界最北の首都、アイスランドのレイキャビクに、1942 年
に創立された伝統ある「主婦の学校」がある。

寮での共同生活を送りながら生活全般の家事を実践的
に学ぶことができる、一学期定員24 名の小さな学校だ。
この学校は、1990 年代に男子学生も受け入れて男女
共学となり、現在まで存続している稀有な存在である。

今では「主婦になるために行くわけじゃない」「自分のことは
自分で面倒を見られる人間になりたい」と、性別に関わり
なく、「いまを生きる」ための知恵と技術を求めて学生たち
が集まってきている。

上映会おすすめ作品

“ジェンダー平等” 先進国アイスランドからの問いかけ
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リトル・ガール

●イントロダクション●

トランスジェンダーのアイデンティティは、肉体が成長する思春期ではなく幼少期で自覚されることについて取材を始めたリフシッ
ツ監督は、サシャの母親・カリーヌに出会った。

長年、彼女は自分たちを救ってくれる人を探し続けて疲弊していたが、ある小児精神科医との出会いによって、それまでの不
安や罪悪感から解き放たれる。そして、他の同じ年代の子どもと同様にサシャが送るべき幸せな子供時代を過ごせるよう、女
性として認めるように小学校へ働きかける。

まだ幼く自分の身を守る術を持たないサシャに対するカリーヌと家族の献身、言葉少なに訴えるサシャ本人の真っ直ぐな瞳と
強い意志が観る者の心を震わせる。

監督であるセバスチャン・リフシッツは世界の周縁で生きる人々に光をあてた作品を撮り続け、カンヌで4回、ベルリンで4回にわ
たって正式出品を果たし、世界中の映画祭で高く評価されている。

本作『リトル・ガール』も2020年ベルリン国際映画祭で上映後、様々な映画賞を獲得し続けている。また、劇場の封鎖され
たフランスでは、同年12月にTV局ARTEにて放送。視聴者数1,375,000人、その年のドキュメンタリーとしては最高視聴
率（5.7%）を獲得。

オンラインでは28万回以上の再生数を記録し、大きな反響を呼んだ。ドキュメンタリストとして確かな地位を築いたリフシッツ
監督が洞察に満ちた繊細なカメラで、家族の喜びの瞬間、直面する多くの課題を捉えた、幼少期の“性別の揺らぎ”に対す
る認知と受容を喚起する貴重なドキュメンタリー。

85分 サンリスフィルム 監督：セバスチャン・リフシッツ
©AGAT FILMS & CIE – ARTE France – Final Cut For real - 2020

ただ、女の子として生きたい。

フランス北部、エーヌ県に住む少女・サシャ。出
生時、彼女に割り当てられた性別は“男性”だっ
たが、2歳を過ぎた頃から自分は女の子であると
訴えてきた。

しかし、社会は彼女を他の子どもと同じように扱
わない。学校では女の子としての登録が認めら
れず、男子からも女子からも疎外され、バレエ
教室では男の子の衣装を着せられる。

７歳になってもありのままに生きられず不自由な
サシャ。そんな彼女を支える家族は、彼女の個
性を受け入れさせるために奔走し、学校や周囲
へ働きかけるのだが…



上映会おすすめ作品

上映会用DVDタイトルラインナップ

シサム

●イントロダクション●

江戸時代前期、北の大地の荘厳な森では、アイヌの間で和人（シサㇺ）への反発と蜂起の動きが高まっていた。

アイヌと和人との歴史を描いた人間ドラマである本作。＜蝦夷地＞と呼ばれた現在の北海道を領有した松前藩が、アイヌと
の交易をおこなっていた史実が基になっている。本作は、町全体がイオル（アイヌの伝統的生活空間）という考えの下、アイ
ヌと和人が共生してきたという認識をもつ北海道白糠町で多くの場面が撮影され、セット建設から撮影まで、町からの全面支
援・協力のもと製作されている。

主演は『菊とギロチン』（18）でキネマ旬報ベスト・テン新人俳優賞に輝き、阪本順治監督の『せかいのおきく』（23）や北
野武監督の『首』（23）などの話題作に次々と出演し、著名な映画監督からの信頼も厚い寛一郎。蝦夷地に赴き、異な
る文化や風習に触れることで、アイヌの持つ精神や理念に共鳴してゆく武家の若者を演じている。

脚本を手掛けたのは、阿部寛主演の「結婚できない男」（関西テレビ）や朝ドラ「梅ちゃん先生」（NHK）など、大ヒットド
ラマを手掛けてきた尾崎将也。本作では日本語とアイヌ語の台詞を混在させながら、現代社会における＜不寛容＞が暴力
へと繋がってゆくプロセスを丁寧に紡ぎ出している。監督は「タイムスクープハンター」（NHK）や小説「ブルバスター」がアニメ化
されるなど、多岐にわたる分野で活躍している中尾浩之。映画監督作品は『劇場版 タイムスクープハンター-安土城最後の
1日-』（13）以来約10年ぶりとなるが、北海道の大自然を活かしたダイナミズムな演出によって、作品に重厚なトーンを生
み出している。

北海道の大自然をバックに、激動の歴史の渦に巻き込まれた武家の若者が異なる文化や風習に触れ、それらを理解するこ
とによって己の人生を見つめ直してゆく。過去の歴史を描いた作品でありながら、現代に通じる社会問題を訴求させ、今の時
代に観るべき感動の一大叙事詩が誕生した。

115分 ナカチカピクチャーズ 出演：寛一郎、和田正人、坂東龍汰
監督：中尾浩之

©映画「シサム」製作委員会

生きろ。未来のためにー

今の時代に観るべき、壮大な歴史スペクタクル

江戸時代前期。

北海道の南西部にある松前藩はアイヌとの
交易品を主な収入源としていた。松前藩藩
士の息子、孝二郎（寛一郎）は兄、栄之
助とともにアイヌとの交易で得た品を他藩に
売る仕事をしていた。

ある夜、使用人の善助の不審な行動を見つ
けた栄之助は善助に殺されてしまう。兄の敵
討ちを誓った考二郎は善助を追って蝦夷地
へと向かうー。
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ドクちゃん
-フジとサクラにつなぐ愛-

●イントロダクション●

200今年43歳を迎えたドクは14歳の双子の兄妹フジとサクラを子に持つ父。

ドクは慢性的な健康不調を抱えながらも、片脚で乗る特別仕様の三輪バイクに乗り毎日を忙しく生きる一家の大黒柱だ。

子供たちに愛を惜しみなく注ぎ、彼らの将来の成功を願う教育熱心な父でもある。

35年前に話題になった双子の兄ベトとの分離手術は日本から最大の支援を受け、ベトナムで行われた。

それから時を経て今、ドクは「教科書の人」、「過去の人」になりつつある。

しかし、彼は今も枯葉剤の傷跡を背負いながら毎日を生きている。

これまで多くのメディアから取材を受けてきたドク自身も、本映画の撮影では初めて自分の全てをさらけ出すと覚悟して挑んだ。

ドクの過去と生い立ちを、今のドクとともに振り返るこの映画が未来に語るものとは。

73分 KINGYO FILMS 出演：グエン・ドクほか 監督：川畑耕平

(C)Kingyo Films Pte. Ltd. 

日越外交関係樹立50周年と、

分離手術から35周年を記念するドキュメンタリー作品

80年代、ベトナムの「ベトちゃんドクちゃん」と
してメディアで多く取り上げられたグエン・ドクは
いま夫、そして父となりホーチミンで暮らしてい
る。

ベトナム戦争で使用された枯葉剤の影響を
受け結合双生児として生まれた運命、今も
後遺症と戦う宿命、そして平和のメッセン
ジャーという使命とともに逞しく生きる姿を捉え
たドキュメンタリー。

平和教育プログラム用上映料金特別価格

通常価格：150,000円(税別) →特別価格：50,000円(BD/DVD)
(100人まで)100名以上は応相談。
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